
九州周遊
建築散歩

第弐回(7月12日) 

磯崎新in北九州

日本を代表する建築家<磯崎新> 
の作品を見に行きましょう。

第2回目の「九州周遊建築散歩」は、第1回目とは趣
を変え、現代建築にターゲットを当ててみました。
九州(大分)出身の磯崎新の作品は九州、特に北九州に

多く、北九州市立美術館(戸畑)や北九州市中央図書館
(小倉)は磯崎新の代表的な建物です。
今回は美術の鑑賞も兼ねて見学に行きたいと思いま

す。散歩のつもりで気楽に参加してみませんか？

＜写真・文章＞
建築MAP北九州／片野博他／TOTO出版／1998年
北九州市立美術館□http://www.city.kitakyushu.jp/~k5200020/j/
北九州の図書館□http://www.city.kitakyushu.jp/~k5200031/
ARCHITECTURAL MAP□http://www.archi-map.net/~ats/fuku/01art.html
建築+町並探□http://www46.tok2.com/home/arc/fukuoka/fukuoka_09.htm

「九州周遊建築散歩」では次回以降も様々な地域の建築
を散策します。分野や専門にかかわらず建築に興味があ
る方は是非ご連絡下さい。
連絡先：北九州大学国際環境工学部N３３1
代 表：EA堤洋樹 (tutumi@env.kitakyu-u.ac.jp)
事務局：M1大野敦弘(m3640101@hibikino.ne.jp) 

北九州市立美術館(戸畑)

昭和49年(1974）西日本における公立美術館の先駆けとして設立され、今年で22周年を迎える美術館です。開館と
同時に、全国で初のボランティア制度を導入し、数年の養成期間を経た約80人が交代で毎日活躍しています。

本館はグリッドを基調にしたデザインで、ファサードから二本の筒が飛び出し、左右に比翼が伸びたユニークな形をし
ています。昭和62年(1987)には地元作家の発表の場を設ける意図で別館（アネックス）を増築し、1階の市民ギャラ
リーを発表の場として提供しています。

聖母子と子供たち展
聖母子を主題とする絵画は
ヨーロッパにおいて古くか
らさまざまな様式において
表現されてきました。
本展では、16～19世紀ま
での巨匠たちの、それぞれ
の特色をもった個性的で豊
かに彩られた聖母子像や、
母と子、子供達の肖像画の
表現の移り変わりを紹介し
ます。
(期間：6月6日～7月13日)

□北九州市立中央図書館 □西日本総合展示場 □伊良原邸 □北九州国際会議場

その他の見学予定建物(全て磯崎新作品)
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